
 

  

ボランティアをしたいと思っている方が 

はじめの一歩を踏み出すきっかけになれ

ば…と開催されたこの講座。参加者のひ

とり勝呂さんは、以前から興味のあった 

ボランティアを、この機会にやってみようと思い参

加されたそうです。まず、ボランティアの心得、施

設での活動時のポイント、車椅子の簡単な操作

について学習し、いよいよ体験のスタートです！ 

勝呂さんの体験の様子を追いかけてみました。 

★ボランティアと聞くと

「私は何がやれるの

か？何をすればよいの

か」と気負っていました

が、この講座で肩の荷が

おりました。自分のペー

スでOKだと思うと気が

楽になりました。 

 

★同じボランティアに興味

を持った方々との意見交

換もできて、車椅子の実

践もあり、とてもために

なりました。 

 

★実際にボランティアに

参加させていただき、 

とても楽しかったです。 

今後も少しずつでも役

に立てればと思います。 

 

★ボランティアは自分の

ためでもあるので、健康

維持のためにも続けて

行きたいです。これをき

っかけに活動します。 

 

この日は、ゴムボールを使って転が

すトンネルゲームです。椅子に座る

利用者さんのサポートをしました。 

飲み物の好みをメモしたり、職員さん

と一緒にお茶の準備をしました。 

体験先は、セントケア公津の杜です。 



 

落とした鍵を拾って ↑ 

手のひらに渡すチャロ君 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 日時：１０月１７日（土）・１８日（日） 

★ 場所：成田市保健福祉館（赤坂） 
ボランティアセンター窓口では、昨年に続き 

「折り紙コーナー」を開きます。（午前中）参加無料です。 

★傾聴の基本姿勢 

①話す人の気持ちを受け止める ②話す人を尊重する 

③話す人にうそをつかない ④話す人を批判、否定しない 

⑤話す人の話を、ありのまま受け止める 

５月１８日（月）に開催された傾聴ボランティア養成講座は、まず傾

聴の基本である人と人とが関わる時に必要な心がまえやポイントなど

を講義と画像で学びました。その後、２人組で聞き手と話し手となり、 

ロールプレイの体験を行いました。短い時間でしたが、参加者からは、

「聴く」ことの大切さを学べてよかった、自分の生活の中でも役に立つ

ことが多かった、もっと続けて学びたい、などの感想がありました。 

★回収したエコキャップの送付先を変更いたし

ました。今後は、「NPO法人キャップの貯金

箱推進ネットワーク」を通じて、「NPO法人世

界の子どもにワクチンを日本委員会（JVC）」 

に寄付をすることになりました。 

7月22日に保健福祉館にて「夏休みボランティアス

クール」が行われ、小学生とその保護者合計５９名が

「日本介助犬協会」の講師の方々のお話を興味深く聞

きました。ＰＲ犬のチャロ君は、靴下を脱がせ洗濯かご

に入れたり、冷蔵庫を開けてジュースを持ってくる等と

ても賢く、デモンストレーションに参加した子ども達は驚

きの表情でした。障がい者の心と身体のパートナーとし

て活躍する介助犬は、まだまだ認知度が低く、頭数も

少ないのが現状です。ご支援・ご協力に興味のある方

は、資料見本がありますので、ボランティアセンターま

でお問い合わせください。 

 

介助犬について学んだよ 

 
 

★18日(日)10:00～12:00は、ボランティアの相談やボラン

ティア登録の受付も行います。この機会にぜひボラン

ティアセンターにおいでください！ 


